
防止委員会による
再発防止策検討

段階Ａ

Ｃ

ハラスメント相談の流れ

相談者・被申立人に説明

解決（終結） 異議申し立て

「被申立人」ヒアリング 「第三者」ヒアリング

防止委員会での判断

相談・苦情

相談窓口

段階D：調査委員会

防止委員会

学院長への報告

簡易版

解決（終結）

「相談者」ヒアリング

Ｄ

・相談の内容が都道府県労働局の資料に基づき、ハラスメントに該当する可能
　性があると判断される場合

・上記Ｃの対応に対して、相談者、または被申立人の異議申し立てがあった場合
・ハラスメントの内容が処分に相応すると判断される場合
・学内相談員では上記Ｃの解決が困難と判断される場合
・専門家（弁護士など）の意見が必要と判断される場合
・その他

段階Ｃ段階Ｂ

防止委員長への報告

Ａ

Ｂ

・相談者の思いを受け止めることによって、相談の目的が達せられる場合

・相談の内容がハラスメントに相当しないと判断されるが、教育・職場環境
　での解決を要する場合

ハラスメント相談の段階

防止委員会

口頭、電話、手紙、メール

相談担当者、心の相談室（医療福祉大学）

調査委員会を設置し、事実関係の公正な調査を

行い、結果に基づいて処分等を判断します。

都道府県労働局の資料に基づき、ハラスメントに該当する

かについて検討した上で、ハラスメント相談の段階（下

表）を判断します。

ハラスメントの内容が処分に相応すると判

断される場合、防止委員長から「調査委員

会」設置について学院長に進言します。

個人情報保護の観点から相談者の了

解を得て、主たる対応の部署の判断

に移管します。

ハラスメントに該当する可能性があると判断され

る場合、ヒアリング実施します。

傾聴・助言


